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次
の
医
療
機
関
よ
り
、
定
期
個

別
予
防
接
種
の
協
力
申
し
入
れ
が

あ
り
、
追
加
登
録
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
療
機
関
名：

天
野
医
院

所
在
地：

東
伯
郡
大
栄
町
由
良
宿

二
―
五

電
話
番
号：

３
７
―
５
０
２
０

接
種
医
師：

天
野
道
麿
（
院
長
）

接
種
体
制：

診
療
時
間
内
に
随
時

接
種
対
象
予
防
接
種：

麻
疹
、
風

疹
、
日
本
脳
炎
、
百
日
咳
・
破
傷

風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
の
三
種
混
合
、
破

傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
の
二
種
混
合

◎
定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
医
療
機
関
は
く
ら
よ
し

健
康
ガ
イ
ド
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
接
種
を
受
け
ら
れ
る
時
に
は
接

種
券
・
予
診
票
・
母
子
手
帳
を
忘

れ
ず
に
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

該
当
者：

平
成
十
五
年
十
二
月
三

十
一
日
以
前
生
れ
か
ら
七
歳
六
カ

月
未
満
の
未
接
種
の
乳
幼
児

初
回
該
当
通
知
者：

平
成
十
五
年

七
月
一
日
〜
十
二
月
三
十
一
日
生

れ
の
乳
児

接
種
方
法：

六
週
間
以
上
の
間
隔

で
、
ワ
ク
チ
ン
を
二
回
経
口
投
与

持
参
す
る
物：

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票
、
通
知
の
は
が
き

◎
指
定
の
日
に
接
種
で
き
な
い
場

合
は
、
該
当
地
区
外
の
日
程
で
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

●
下
痢
を
し
て
い
る
　
●
発
熱
し

て
い
る
　
●
現
在
重
い
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
　
●
同
じ
ワ
ク
チ
ン

で
以
前
に
副
反
応
が
あ
っ
た
　

●
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
不

適
当
な
状
態
で
あ
る
と
診
断
さ
れ

て
い
る
　
●
は
し
か
、
風
し
ん
、

水
痘
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
な
ど
の
病

気
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以
内
、
ま

た
は
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

て
四
週
間
以
内
　
●
三
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
て
一
週
間
以
内
　

■
乳
幼
児
が
次
に
該
当
す
る
場
合

は
か
か
り
つ
け
医
師
と
相
談
し
て

く
だ
さ
い
　

●
心
臓
、
肝
臓
、
腎
臓
な
ど
の
疾

患
、
血
液
疾
患
、
及
び
発
育
障
害

が
明
ら
か
な
場
合
　
●
前
回
の
予

防
接
種
で
二
日
以
内
に
発
熱
が
あ

っ
た
　
●
過
去
の
免
疫
状
態
の
検

査
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
　

※
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿
社
会
課

（
0
２
２
―
８
１
７
３
）

閉
じ
こ
も
り
や
介
護
の
予
防
を

目
的
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

手
工
芸
、
健
康
体
操
な
ど
を
し
な

が
ら
仲
間
づ
く
り
を
す
る
「
な
ご

も
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
ま
で
お
い

で
に
な
る
の
が
困
難
な
方
に
は
、

送
迎
を
し
ま
す
。

対
象
者：

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

上
の
人
で
、
虚
弱
や
そ
の
他
の
理

由
で
外
出
す
る
機
会
が
少
な
く
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人

※
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿
社
会
課

（
0
２
２
―
８
１
７
３
）

Information

受
動
喫
煙
の
防
止
を
法
令
化
し
た

「
健
康
増
進
法
」
が
昨
年
五
月
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
伯
耆
し
あ
わ

せ
の
郷
で
も
「
た
ば
こ
」
を
吸
わ
な

い
人
に
配
慮
し
、
分
煙
対
策
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
は
館
内
禁
煙
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷

館
内
全
面
禁
煙
に

最
近
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と

し
て
世
界
各
国
で
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
相

次
い
で
報
告
さ
れ
、
日
本
で
も

今
年
に
入
っ
て
か
ら
山
口
県
、

大
分
県
、
京
都
府
と
次
第
に
発

生
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。万

一
こ
の
病
気
が
発
生
す
る

と
、
発
生
農
場
の
飼
養
鳥
類
全

羽
の
殺
処
分
、
消
毒
措
置
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
発
生
地
を
中

心
と
し
た
半
径
三
十
キ
ロ
以
内

の
地
域
で
鶏
、
卵
等
、
病
原
体

を
広
げ
る
恐
れ
の
あ
る
物
品
等

を
対
象
と
し
た
移
動
制
限
が
発

令
さ
れ
、
経
済
的
被
害
が
大
き

く
な
り
ま
す
。

鳥
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方

は
、
鶏
舎
消
毒
、
踏
み
込
み
消

毒
槽
等
、
自
主
的
に
実
践
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
安
心
し
て

鳥
を
飼
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

最
低
限
の
防
疫
手
段
で
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
万

一
、
飼
育
さ
れ
て
い
る
鳥
が
急

死
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
速
や

か
に
家
畜
保
健
衛
生
所
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

鳥
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

問い合わせ先：倉吉家畜保健衛生所（026-3341・26-3342） 休日等の緊急連絡先：0090-4578-0529
ｅメール kurayoshikachiku＠pref.tottori.jp

ホームページ http://www.pref.tottori.jp/chikusan/kurayoshikachiku/

倉
吉
市
個
別
予
防
接
種
の

実
施
医
療
機
関
の
追
加
登
録

七
歳
六
カ
月
ま
で
に

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

な
ご
も
う
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

地　区

上井
成徳

社
小鴨

上灘･灘手
北谷･高城
上小鴨

上北条
西郷
明倫

第１回

4月15日

（木）

4月16日

（金）

4月21日

（水）

4月22日

（木）

第２回 受付時間

5月27日

（木）

13時30分～

14時30分

場　所

倉吉市保健

センター

（伯耆しあわせ

の郷内）

5月28日

（金）

6月10日

（木）

6月11日

（金）

会　場
上北条公民館
上 井 公 民 館
西 郷 公 民 館
大 原 公 民 館
上 灘 公 民 館
成 徳 公 民 館
明 倫 公 民 館
灘 手 公 民 館
社 公 民 館
北 谷 公 民 館
高 城 公 民 館
小 鴨 公 民 館
上小鴨公民館

定例日
第1・3火曜日（午前）
第1・3火曜日（午後）
第1・3水曜日（午前）
第1・3水曜日（午後）
第2・4木曜日（午後）
第2・4木曜日（午前）
第1・3金曜日（午後）
第2・4水曜日（午前）
第1・3木曜日（午後）
第1・3月曜日（午後）
第2・4火曜日（午後）
第2・4月曜日（午後）
第2・4金曜日（午前）

平成16年度　春期

ポリオ（急性灰白髄炎
きゅうせいかいはくずいえん

）予防接種日程表

なごもう会開催日程表
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「
土
星
・
木
星
を
見
よ
う
」

最
近
夕
方
に
な
る
と
、
西
の
空
の
一
番
星
と
し
て
、
大
変

明
る
く
目
立
っ
た
星
が
見
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
星
は
現
在

最
大
光
度
を
迎
え
て
い
る
金
星
で
す
。

金
星
の
近
く
に
は
、
昨
年
大
ブ
ー
ム
と
な
り
、
そ
の
後
遠

ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
火
星
が
、
小
さ
な
姿
で
見
え

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
当
日
見
頃
を
迎
え
て
い
る
の
が
、
南

西
の
空
高
く
に
見
え
て
い
る
土
星
と
、
南
東
の
空

で
月
の
近
く
に
見
え
て
い
る
木
星
で
す
。

土
星
は
大
変
美
し
い
輪
が
見
ら
れ
、
ま
た

木
星
は
不
思
議
な
縞
模
様
が
見
え
て
、
大
変

興
味
深
い
で
す
。

冬
か
ら
春
の
星
座
解
説
や
、
月
や
さ
ま
ざ
ま

な
惑
星

わ
く
せ
い

が
楽
し
め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
連

れ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き：

四
月
二
日
（
金
）
午
後
七
時
三
十
分
〜

と
こ
ろ：

倉
吉
博
物
館
裏
駐
車
場
　

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

倉
吉
博
物
館

（
0
２
２
│
４
４
０
９
）

倉吉博物館022－4409
●漕ぎだせ！本の海へ！
読書といえば秋のイ

メージが強いですが、
春も読書に最適な季節
です。
童話作家アンデルセ
ンの誕生日でもある4
月2日は、「国際子ど
もの本の日」です。
世界約60カ国の国々
がこどもの本の充実と普及につとめています。
また4月23日は「子ども読書の日」、「サンジョルデイの
日」（男性は女性に花を贈り、女性は本を贈る日）、
「世界本の日」。そして、子ども読書の日から3週間は
「こどもの読書週間」として、全国的に読書の楽し
みや喜びに触れる行事が開催されます。
学校や職場など新しい生活に漕ぎ出
すときに、本は心強い味方になります。
今年のこどもの読書週間の標語を借り
て…“漕ぎ出せ！本の海へ！”

047－1183 447－1180

5・12・19・26日は休館
日／30日は 祝 日の振替
休 館 日 ／ 2 2 日 は 月 末
資料整理休館日

4月の休館日
カレンダー

日

4

11
18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

8

15

22

29

9

16

23

30

10

17

24

1 2 3
火 水 木 金 土月

上
井
地
区
は
、
か
つ
て
は
、
閑

散
と
し
た
寂
し
い
地
域
で
し
た
が
、

明
治
三
十
六
年
に
鉄
道
が
米
子
か

ら
倉
吉
ま
で
開
通
し
て
百
年
が
経

過
し
、
現
在
は
倉
吉
市
の
表
玄
関

と
し
て
都
市
化
が
急
速
に
進
み
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
上
井
地
区
振
興
対
策

協
議
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

鉄
道
開
通
百
周
年
・
市
制
五
十
周

年
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
更
な
る
振
興
・
発
展
を
祈
念
し

て
、「
上
井
ふ
る
さ
と
誌
」
の
四
月

発
刊
を
目
指
し
て
原
稿
の
最
終
読

み
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
内
容
は
、
第
一
部
「
ふ
る
さ

と
上
井
の
あ
ゆ
み
」
で
は
、
鉄
道

開
通
に
よ
り
発
展
し
て
き
た
様
子

を
、
第
二
部
「
ふ
る
さ
と
の
豊
か

な
自
然
と
ル
ー
ツ
を
探
る
」
で
は
、

天
神
川
や
大
平
山
古
墳
群
等
に
つ

い
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

購
入
等
お
問
い
合
わ
せ
は
上
井
公

民
館
（
0
２
６
│
１
７
３
６
）
へ

（
上
井
ふ
る
さ
と
誌
作
成
委
員
会
委

委
員
長
　
砂
原
寿
一
さ
ん
）

上井
上
井
ふ
る
さ
と
誌

発
刊
を
目
前
に
し
て

地
域
で
の
地
産
地
消
、
生
産
者

と
消
費
者
の
交
流
の
場
、
集
い
の

創
設
を
目
的
に
、
地
区
振
興
協
議

会
・
普
及
所
・
Ｊ
Ａ
の
協
力
、
助

言
を
頂
き
上
北
条
地
区
出
荷
登
録

会
員
二
十
四
人
で
昨
年
十
一
月
に

オ
ー
プ
ン
、
開
設
！
。

毎
週
金
曜
日
午
後
三
時
三
十
分

〜
午
後
五
時
三
十
分
の
間
、
旧
Ｊ

Ａ
上
北
条
支
所
施
設
を
利
用
さ
せ

て
頂
き
地
区
で
生
産
さ
れ
た
農
産

物
・
加
工
品
を
直
売
！

定
例
市
を
開
く
た
び
に
、
少
し

ず
つ
利
用
客
・
出
荷
登
録
会
員
も

増
え
地
域
で
の
良
き
交
流
・
集
い

の
場
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
か
っ
さ
ま
〜
！
す
ご
い
市
だ
な
。」

と
言
わ
れ
る
こ
と
を
目
標
に
、
会

員
一
同
研
修
・
研
鑽
を
重
ね
、
新

鮮
で
安
心
・
安
全
な
農
作
物
の
提

供
・
良
き
集
い
・
交
流
の
場
と
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、一
度
の
ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

「
上
北
条
か
っ
さ
ま
市
」

（
会
長
　
徳
田
和
幸
さ
ん
）

上北条
農
産
物
直
売

「
上
北
条
か
っ
さ
ま
市
」

倉
吉
博
物
館
／
星
空
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
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厚
生
病
院
で
の
子
宮
・
乳
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
十
八
歳
か

ら
検
診
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

対
象
者：

十
八
歳
以
上
の
女
性

（
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日

以
前
生
ま
れ
の
女
性
）

料
金：

▼
十
八
歳
〜
二
十
九
歳

子
宮
が
ん
検
診
（
頸
部
の
み
）
千

八
百
円
・
乳
が
ん
検
診
八
百
円

▼
三
十
歳
〜
六
十
九
歳
　
子
宮
が

ん
検
診
（
頸
部
の
み
）
千
六
百

円
・
乳
が
ん
検
診
七
百
円

▼
七
十
歳
以
上
　
子
宮
が
ん
検
診

（
頸
部
の
み
）
八
百
円
・
乳
が
ん

検
診
四
百
円

◎
子
宮
体
部
検
診
の
指
示
が
あ
っ

た
場
合
追
加
料
金
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

と
き：
五
月
十
三
・
二
十
・
二
十

七
日
・
六
月
十
・
十
七
・
二
十
四

日
・
七
月
八
日
（
木
）

と
こ
ろ：

鳥
取
県
立
厚
生
病
院

定
員：

一
回
に
つ
き
先
着
受
付
三

十
人
程
度

◎
詳
細
は
、
申
込
者
に
後
日
通
知

し
ま
す
。
な
お
、
後
期
は
平
成
十

七
年
一
月
か
ら
の
予
定
で
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿

社
会
課
保
健
係
（
0
２
２
―
８
１

７
３
）

国
民
健
康
保
険
で
は
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
に
年
間
を
通
し
て
人
間
ド
ッ

ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
国
民

健
康
保
険
証
を
持
っ
て
、
直
接
長

寿
社
会
課
へ
申
し
込
み
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

対
象
者：

倉
吉
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
、
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
二
十
歳
以
上
の
人
（
入
院
・

循
環
器
疾
患
治
療
中
の
人
は
除

く
）

料
金：

▼
二
十
歳
〜
六
十
九
歳
＝

男
性
一
万
三
千
五
百
円
、
女
性
一

万
三
千
円
　
▼
七
十
歳
以
上
及
び

四
十
歳
〜
六
十
九
歳
の
市
民
税
非

課
税
世
帯
＝
男
性
四
千
五
百
円
、

女
性
四
千
四
百
円

受
診
期
間：

四
月
一
日
（
木
）
〜

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
（
木
）

定
員：

三
百
人
程
度

利
用
回
数：

年
一
回

実
施
医
療
機
関：

市
内
の
協
力
医

療
機
関
（
詳
し
く
は
「
く
ら
よ
し

健
康
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
下
さ
い
。）

◎
平
成
十
六
年
度
（
平
成
十
六
年

四
月
一
日
〜
平
成
十
七
年
三
月
三

十
一
日
）
の
基
本
健
康
診
査
や
が

ん
検
診
、
国
保
脳
ド
ッ
ク
と
重
複

し
て
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿
社
会
課

（
0
２
２
―
８
１
７
３
）

脳
の
血
管
障
害
が
原
因
で
起
こ

り
や
す
い
脳
卒
中
や
痴
呆
の
予
防

に
役
立
て
る
た
め
、
脳
ド
ッ
ク
を

実
施
し
ま
す
。
四
月
十
二
日
（
月
）

よ
り
受
付
開
始
で
す
。

対
象
者：

倉
吉
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
、
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
四
十
歳
〜
六
十
九
歳
の
人

自
己
負
担
金：

一
万
四
千
円

受
診
期
間：

四
月
十
二
日
（
月
）
〜

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
（
木
）

定
員：

先
着
百
人

実
施
医
療
機
関：

野
島
病
院
、
藤

井
政
雄
記
念
病
院
、
三
朝
温
泉
病

院申
込
方
法：

四
月
十
二
日
（
月
）

以
降
に
国
民
健
康
保
険
証
を
持
っ

て
、
長
寿
社
会
課
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

◎
十
六
年
度
に
国
保
脳
ド
ッ
ク
を

受
け
た
人
は
、
同
年
度
の
国
保
人

間
ド
ッ
ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿
社
会
課

（
0
２
２
―
８
１
７
３
）

対　象

食事や運動のことなど普段の生
活を振り返り、健康面について
どなたでも気軽にご相談くださ
い。

日　程 時　間

受付
13時30分～15時30分

内　容

栄養士・保健師による個別相談
・栄養相談は予約が必要です。
（1日4人、1人30分程度）
予約先：長寿社会課（022-8173）

保健師による健康相談
・希望の人には身体測定・血圧測定
体脂肪測定を行います。

40歳以上の人で、腰痛や膝の
痛みなどで生活に支障を感じて
いる、身体機能に障害がある等
で相談・リハビリ指導を希望す
る人はご参加ください。（要介護
認定を受けている人は対象外です）

※初めて参加する人は、４月７

日の医師の健康相談日に、午後

2時30分までにおいでくださ

い。

対　象 日　程 時　間 内　容

４月７日（水）

４月９日（金）

４月14日（水）

４月16日（金）

４月21日（水）

受付
13時00分～14時45分

受付
13時00分～15時00分

温熱療法

医師による健康相談
※次回は５月12日の予定です。

理学療法士によるリハビリ指導
保健師による健康相談

温熱療法

理学療法士によるリハビリ指導
保健師による健康相談　
※送迎があります

栄養相談
４月15日（木）

健康相談
４月22日（木）

保健センター健康相談

ゆったりサロン（個別機能訓練事業）

長寿社会課保健係(022-8173）�

◎理学療法士の指導
は４月14日又は４
月21日のどちらか
一方の利用となりま
す。
４月21日は送迎

がありますので、希
望者（自力での参加
が困難な人）は事前
にご連絡ください。

4月保健センター事業のご案内（伯耆しあわせの郷内）

国
保
加
入
対
象
者
に
平
成
十
六
年
度

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施

国
保
加
入
対
象
者
に
平
成
十
六
年
度

脳
ド
ッ
ク
を
実
施

厚
生
病
院
で
の
子
宮
が
ん

乳
が
ん
検
診
の
申
込
受
付

問い合わせ先：倉吉市保健センター（026-5670）
※伯耆しあわせの郷　無料バスをご利用ください。

この広報は大豆インクを�
使用しています� 古紙配合率100％再生紙を使用しています�




